
「
今
昔
物
語
集
」
は
、
我
が
国
最
大
の
、
千
話
以
上
の
説
話
を
収
載
す
る

代
表
的
説
話
集
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
謎
の
多
い
説
話
集
で
あ
る
。
最

大
の
謎
は
、
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
な
編
者
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
の
か
と
い

う
問
題
で
あ
る
。
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
十
二
世
紀
前
半
、
保
元
の
乱
以

前
と
い
う
こ
と
で
お
お
よ
そ
一
致
し
て
い
る
が
、
編
者
像
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
論
が
出
さ
れ
、
い
ま
だ
に
定
説
を
み
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
従
来
、

「
今
昔
物
語
集
」
の
編
者
像
に
つ
い
て
は
、
漠
然
と
、
南
都
・
北
京
の
大
寺

院
に
属
す
る
僧
が
想
定
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
法
華
経
関
連
の
説
話
が
多

く
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
台
系
の
大
寺
院
が
擬
せ
ら
れ
、
お
そ
ら

く
比
叡
山
で
の
成
立
か
、
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
成
立
説
に
反
し
、
多
く
の
外
部
徴
証
は
、
南
都
成

立
を
示
唆
し
て
い
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
最
古

写
本
に
し
て
、
現
存
諸
本
の
祖
本
と
目
さ
れ
る
「
鈴
鹿
本
」
の
存
在
で
あ
る
。

「
鈴
鹿
本
」
は
、
天
保
年
間
に
、
鈴
鹿
連
胤
が
、
奈
良
の
さ
る
人
物
（
名
前

は
明
ら
か
で
な
い
）
か
ら
購
入
し
、
代
々
鈴
鹿
家
に
伝
え
ら
れ
た
本
で
あ
る
。

後
に
、
鈴
鹿
家
か
ら
京
都
大
学
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
て

〔
書
評
〕原
田
信
之
著
『
今
昔
物
語
集
南
都
成
立
と
唯
識
学
』

原
川
偏
之
涛
一
今
昔
物
語
集
南
都
成
立
と
唯
識
学
」

い
る
。
「
鈴
鹿
本
」
は
、
そ
の
書
写
状
況
の
中
に
、
「
今
昔
物
語
集
』
の
成
立

に
関
し
て
有
力
な
手
が
か
り
を
残
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
「
鈴

鹿
本
」
は
、
書
写
状
況
を
示
す
次
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
三
人
以

上
の
手
に
よ
る
書
写
で
あ
る
こ
と
、
同
一
説
話
を
繰
り
返
し
書
写
し
た
こ
と

に
気
づ
い
て
一
話
を
墨
で
抹
消
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
、
目
移
り
の
誤

写
に
つ
い
て
訂
正
の
貼
紙
が
附
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
巻

三
の
目
次
に
あ
た
る
部
分
が
白
紙
の
ま
ま
で
あ
り
、
説
話
番
号
も
空
白
で
あ

る
こ
と
、
説
話
全
般
に
わ
た
り
、
人
名
・
地
名
や
堂
塔
の
高
さ
や
和
語
の
自

立
語
の
語
幹
に
あ
た
る
部
分
で
、
空
欄
に
な
っ
た
ま
ま
の
箇
所
や
語
が
あ
る

こ
と
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
写
状
況
の
特
徴
か
ら
、
「
今
昔
物
語
集
』

原
本
は
、
後
日
の
補
訂
を
期
し
た
未
完
成
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
、
「
鈴
鹿
本
」

は
、
編
纂
途
中
の
原
本
を
忠
実
に
写
し
た
、
い
わ
ば
、
原
本
の
複
本
を
作
ろ

う
し
て
作
成
さ
れ
た
（
そ
れ
も
、
何
ら
か
の
事
情
で
、
か
な
り
急
い
で
書
写

作
業
が
行
な
わ
れ
た
）
写
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま

た
、
「
鈴
鹿
本
」
を
綴
じ
て
い
る
紙
嵯
に
つ
い
て
、
ｂ
年
代
測
定
を
行
な
っ

た
結
果
、
一
○
○
○
年
か
ら
一
二
○
○
年
の
間
の
も
の
と
判
定
さ
れ
る
紙
繕

田
中
徳
定
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が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
「
鈴
鹿
本
」
が
、
原
本
成
立
後
、
程
無
い
頃
に
書

写
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
原
本
制
作

か
ら
、
極
め
て
近
い
距
離
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
「
鈴
鹿
本
」
が
、
奈
良

に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
『
今
昔
物
語
集
」
の
原
本
が
、
奈
良
で
成
立

し
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
今
昔
物
語
集
」
は
、
成

立
後
、
約
三
百
年
、
歴
史
上
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
う
が
、
そ
の
書
名
が
初

め
て
あ
ら
わ
れ
る
「
経
覚
私
要
抄
」
（
興
福
寺
大
乗
院
第
十
八
世
門
主
、
絲

覚
の
日
記
。
宝
徳
二
年
〈
一
四
五
○
〉
の
条
に
「
今
昔
物
語
」
の
書
名
が
み

え
る
）
を
は
じ
め
、
『
今
昔
物
語
集
」
の
書
名
が
み
え
る
、
十
五
、
六
世
紀

の
文
献
は
、
奈
良
に
関
わ
る
文
献
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
『
今
昔
物
語

集
」
と
奈
良
と
の
関
わ
り
の
深
さ
を
示
唆
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
外
部
徴
証
が
あ
り
な
が
ら
、
『
今
昔
物
語
集
」
南

都
成
立
説
が
通
説
化
し
な
か
っ
た
の
は
、
内
部
徴
証
が
、
南
都
成
立
説
に
は

必
ず
し
も
都
合
の
よ
い
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
天
台
寺
院
成
立
に
都
合

の
よ
い
も
の
が
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。

本
書
は
、
「
今
杵
物
語
集
」
犬
台
峠
院
成
立
と
い
う
、
い
わ
ば
「
通
説
」

に
対
し
、
「
今
普
物
語
集
」
の
全
巻
全
話
に
わ
た
っ
て
内
部
徴
証
の
検
討
を

行
な
う
、
正
攻
法
の
研
究
方
法
に
よ
っ
て
、
「
今
昔
物
語
集
」
南
都
成
立
を

明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
田
氏
は
、
『
今
昔
物
語
集
」
の
説
話
内

容
・
表
現
に
眼
を
配
り
つ
つ
、
全
巻
全
括
を
構
成
し
て
い
る
思
想
の
枠
組
み

を
考
え
る
こ
と
か
ら
、
編
者
像
に
迫
っ
て
い
く
。
『
今
昔
物
語
集
」
の
編
者

が
、
何
ら
か
の
仏
教
教
義
に
基
づ
い
て
、
全
体
を
構
成
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
予
想
で
き
て
も
、
従
来
、
そ
れ
を
、
す
べ
て
の
宗
派
の
教
理
に
照
ら
し
合

わ
せ
て
検
討
し
よ
う
と
す
る
論
は
無
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
か
い
な
で
の
仏
教

知
識
で
は
、
と
て
も
太
刀
打
ち
で
き
る
問
題
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

を
、
原
田
氏
は
、
「
今
普
物
語
集
」
全
体
の
構
成
を
詳
細
に
検
討
仕
直
し
た

う
え
で
、
南
都
六
宗
、
平
安
二
宗
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
そ
の
教
理
と
相
承

を
調
査
研
究
し
、
「
今
昔
物
語
集
」
の
構
成
と
比
較
し
検
討
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
非
常
に
困
難
か
つ
労
力
を
要
す
る
検
討
作
業
を
や
り
遂
げ
た

原
田
氏
は
、
「
今
昔
物
語
集
」
の
綿
者
が
、
法
相
宗
の
三
時
教
判
と
四
重
一
・

流
説
に
よ
っ
て
、
全
体
の
構
成
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で

あ
る
。
ま
た
、
原
田
氏
は
、
宗
派
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
る
師
資
相
承
に
つ

い
て
、
『
今
昔
物
語
集
」
の
説
話
に
み
ら
れ
る
相
承
の
記
事
と
、
各
宗
派
の

祖
師
相
承
系
図
と
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
「
今
昔
物
語
集
」
で
は
、
法
相

宗
の
相
承
の
み
が
、
天
竺
か
ら
本
朝
ま
で
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
ほ
ぼ
正
確

に
そ
の
師
資
相
承
関
係
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
原
田
氏
は
、
説
話
表
現
の
検
討
か
ら
、
法
相
宗
の
僧
に
は
、

意
識
的
に
敬
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
今
持
物
語
集
」
編
者
が
、

法
相
宗
の
佃
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
各
宗
派
の
教

理
に
深
く
関
わ
り
な
が
ら
、
常
に
「
今
杵
物
語
集
」
の
説
話
表
現
か
ら
離
れ

る
こ
と
な
く
、
『
今
昔
物
語
集
」
の
編
者
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
れ
ら

の
論
証
は
、
よ
ほ
ど
確
か
な
『
今
昔
物
語
集
」
読
解
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば

な
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
ｃ

原
田
氏
は
、
一
今
昔
物
語
集
」
の
構
成
が
、
法
相
宗
の
教
理
に
よ
っ
て
為

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
後
、
従
来
、
「
今
昔
物
語
集
」
天
台
成

立
説
の
主
要
根
拠
に
な
っ
て
い
た
、
『
今
昔
物
語
集
」
に
法
華
経
関
連
説
話
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が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
氏
は
、

法
相
宗
の
祖
師
達
も
法
華
経
の
注
釈
書
を
著
し
、
法
相
宗
に
お
い
て
も
、
法

華
経
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
、
『
法
華
百
座
聞
書

抄
」
の
記
事
か
ら
、
興
福
寺
僧
が
法
華
講
の
講
師
を
勤
め
て
い
た
事
実
を
あ

げ
な
が
ら
、
法
華
経
関
連
説
話
の
多
さ
が
、
南
都
成
立
を
否
定
す
る
根
拠
と

は
な
り
得
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
平
安
時
代
、
法
華
八
溝
が
盛
ん
に
行
な

わ
れ
て
い
た
。
南
都
・
北
嶺
を
問
わ
ず
、
唱
導
僧
が
活
躍
し
、
例
え
ば
『
栄

花
物
語
」
巻
十
四
「
あ
さ
み
ど
り
」
に
は
、
藤
原
道
長
主
催
の
追
善
法
華
八

溝
に
お
い
て
、
興
福
寺
の
永
昭
が
講
師
を
勤
め
、
そ
の
絶
妙
な
説
法
に
感
激

し
た
道
長
が
、
手
づ
か
ら
御
剣
を
賜
っ
た
逸
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

逸
話
は
、
す
で
に
平
安
時
代
中
期
か
ら
、
興
福
寺
僧
が
深
く
法
華
経
の
教
義

を
学
ぶ
と
と
も
に
、
説
話
を
駆
使
し
た
説
経
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
る
。
原
田
氏
が
述
べ
る
、
『
今
昔
物
語
集
」
に
お
け
る
法
華
経
重
視

の
姿
勢
が
、
『
今
昔
物
語
集
』
天
台
成
立
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
南
都
成

立
の
徴
証
と
も
成
り
得
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
論
は
、
興
福
寺
に
お
け
る
法

華
経
の
位
置
づ
け
を
正
確
に
捉
え
て
の
論
証
で
あ
り
、
説
得
力
を
持
つ
。

ま
た
、
原
川
氏
は
、
法
華
経
悪
験
識
と
と
も
に
、
「
今
普
物
語
集
」
本
朝

仏
法
部
巻
十
五
に
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
往
生
説
話
に
つ
い
て
も
検
討
を
加

え
て
い
く
。
氏
は
、
浄
土
思
想
は
、
天
台
宗
に
よ
っ
て
の
み
説
か
れ
信
仰
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
南
都
浄
土
教
は
、
平
安
浄
土
教
の
中
で
も
一
つ

の
大
き
な
流
れ
を
形
成
し
、
南
都
に
お
け
る
重
要
な
教
学
活
動
で
あ
っ
た
こ

と
を
確
認
し
、
往
生
説
話
の
多
さ
が
南
都
成
立
を
否
定
す
る
根
拠
と
は
な
ら

な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
往
生
説
話
の
中
に

原
田
信
之
著
更
７
件
物
語
集
南
都
成
立
と
唯
識
学
」

は
、
極
楽
往
生
説
話
だ
け
で
な
く
、
兜
率
天
往
生
説
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
こ
と
は
、
か
え
っ
て
、
法
相
宗
の
弥
勒
信
仰
を
反
映

し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
原
田
氏
は
、
従
来
、
『
今
昔
物
語
集
」
天
台
成
立
の
根
拠

と
さ
れ
て
き
た
事
項
に
つ
い
て
、
南
都
仏
教
の
側
か
ら
、
実
に
詳
細
な
検
証

を
加
え
、
い
ず
れ
も
、
天
台
成
立
の
要
件
と
は
成
り
得
な
い
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
の
で
あ
る
。

原
川
氏
は
、
内
部
徴
証
の
検
討
か
ら
『
今
杵
物
語
集
」
南
都
成
立
を
論
じ

る
だ
け
で
な
く
、
院
政
期
の
南
都
に
お
け
る
思
想
状
況
を
検
証
す
る
こ
と
か

ら
も
、
「
今
昔
物
語
集
』
南
都
成
立
の
妥
当
性
を
論
証
し
て
い
る
。
氏
は
、

興
福
寺
の
覚
憲
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
『
三
国
伝
灯
記
」
か
ら
、
院
政
期
の

南
都
に
お
け
る
末
法
観
、
三
国
仏
法
史
観
を
論
じ
た
う
え
で
、
『
今
昔
物
語

集
」
と
比
較
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
。
氏
は
、
『
今
昔
物
語
集
」
の
末
法
観

が
、
院
政
期
を
像
法
末
と
捉
え
て
い
た
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
院
政
期
を
像
法
末
と
捉
え
る
の
は
、
法
相
宗
の
立
場

と
共
通
す
る
こ
と
、
ま
た
、
一
二
国
の
仏
法
伝
来
と
仏
法
の
興
廃
と
い
う
流
れ

の
中
で
日
本
の
仏
法
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
「
二
国
伝
灯
記
」
と

共
通
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
『
三
国
伝
灯
記
」
に
収
め
ら
れ
る
説
話
に
は
、

『
今
昔
物
語
集
」
所
収
説
話
と
の
同
類
話
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
両

書
は
多
く
の
共
通
要
素
を
有
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
成
立
圏
を
同
じ
く

す
る
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
て
い
る
。
院
政
期
に
興
福
寺
僧
の
手
に
よ
っ
て

成
っ
た
『
三
国
伝
灯
記
』
と
『
今
昔
物
語
集
」
の
内
容
・
表
現
を
有
機
的
に

結
び
つ
け
る
こ
の
論
は
、
非
常
に
有
力
な
論
証
と
し
て
、
『
今
昔
物
語
集
』

七
九



原
田
氏
の
『
今
昔
物
語
集
」
南
都
成
立
論
は
、
は
や
く
歴
史
学
の
分
野
か

ら
注
目
さ
れ
て
い
た
（
追
塩
千
尋
氏
二
今
昔
物
語
集
」
と
南
都
仏
教
」
『
日

本
宗
教
文
化
史
研
究
」
一
巻
二
号
、
一
九
九
七
年
十
一
月
）
。
さ
ら
に
、
近

年
で
は
、
『
今
昔
物
語
集
」
の
成
立
や
編
者
像
を
論
じ
る
際
に
は
、
『
今
昔
物

語
集
」
に
お
け
る
法
相
宗
重
視
の
姿
勢
は
無
視
で
き
な
い
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
岩
波
書
店
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
「
今
昔
物
語
集
三
」
の
解
説
が
、

「
法
相
重
視
の
姿
勢
は
あ
る
い
は
「
今
昔
」
の
成
立
事
情
と
関
わ
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
の
も
、
原
田
氏
の
諸
論
と
無
縁
の
も
の
で

は
あ
る
ま
い
。
ま
た
、
小
学
館
、
新
日
本
古
典
文
学
全
集
の
解
説
で
は
、

『
今
昔
物
語
集
」
の
成
立
圏
を
、
は
っ
き
り
と
興
福
寺
内
に
想
定
し
て
い
る
。

原
田
氏
の
『
今
昔
物
語
集
」
南
都
成
立
論
が
、
一
書
に
纏
め
ら
れ
た
こ
と

強
す
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

南
都
成
立
の
可
能
性
を
大
き
く
示
唆
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
原
田
氏
の
「
今
昔
物
語
集
」
南
都
法
相
宗
成
立
説
に
つ
い
て
、

唯
識
学
を
専
門
と
す
る
仏
教
学
者
か
ら
疑
問
が
呈
示
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
そ
の
疑
問
の
根
底
に
あ
っ
た
の
は
、
「
今
昔
物
語
集
」
に
は
法
華
経
関

連
説
話
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
天
台
系
寺
院
成
立
と
す
る
、
従

来
の
『
今
昔
物
語
集
」
編
者
論
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
「
今
昔
物
語
集
」

天
台
成
立
論
が
、
い
か
に
根
強
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。
原
田

氏
は
、
こ
の
疑
問
に
対
し
、
法
相
宗
の
教
説
を
始
め
、
種
々
の
仏
教
史
料
に

広
く
あ
た
り
な
が
ら
、
実
に
真
筆
に
、
ま
た
丁
寧
に
今
つ
一
つ
の
疑
問
に
答

え
て
い
る
。
本
書
第
四
編
の
四
論
文
は
、
そ
の
疑
問
に
答
え
た
も
の
で
あ
る

が
、
疑
問
に
答
え
た
諸
論
は
、
結
果
的
に
、
氏
の
南
都
成
立
説
を
さ
ら
に
補

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
外
部
徴
証
が
中
心
で
あ
っ
た
一
今
昔
物
語
集
」
南
都

成
立
説
に
、
強
力
な
内
部
徴
証
論
が
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
書
に
よ
り
、

「
今
昔
物
語
集
」
南
都
成
立
の
可
能
性
が
、
極
め
て
高
く
な
っ
た
と
い
え
よ

、
《
，
／
○

原
田
氏
は
、
今
後
、
南
都
の
唱
導
と
説
摘
文
学
の
関
係
を
追
究
し
、
文
学

と
い
う
枠
を
越
え
、
南
都
文
化
圏
全
体
の
問
題
と
し
て
「
今
昔
物
語
集
」
の

存
在
を
考
え
て
い
く
予
定
で
あ
る
と
い
う
。
氏
の
手
堅
い
研
究
に
よ
っ
て
、

院
政
期
か
ら
鎌
倉
期
に
お
け
る
南
都
仏
教
文
化
の
様
相
が
、
さ
ら
に
明
ら
か

に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
書
は
、
平
成
十
六
年
度
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
に
よ
る
出
版

助
成
を
受
け
て
い
る
。

（
勉
誠
出
版
二
○
○
五
年
三
月
四
八
○
頁本
体
価
格
一
五
、
五
○
○
円
）

（
た
な
か
・
の
り
さ
だ
駒
澤
大
学
教
授
）

八
○


